
◆ 男女共同参画を理解するために

　（女性学・ジェンダー論，歴史・文学などの視点からの科目）

No 開設部局等
開講
学期

曜日
時限

対象
年次

科目名等 講義コード テーマ
担当教員名

（職名）
科目区分

1 教養教育 前期
月
1,2

1年次
平和と人権-グロー
バル化とジェンダー
視点

11006001 平和科目

2 教養教育 後期
月
1,2

1年次
平和と人権-グロー
バル化とジェンダー
視点

11006002 平和科目

3 教養教育 後期
火
3,4

1年次
生活をとりまく家
族・地域・産業

51008002

日本社会の家族・地域・産業といった生活世界の各領域の
仕組み，特徴を明らかにするとともに，産業化に伴う社会
構造の変動が我々の地域生活，家族生活といった生活領
域にどのような変動をもたらしたかを検討していきたい。

西村　雄郎
（准教授）

パッケージ別科目

4 教養教育 前期
金
7,8

1年次 文化人類学の世界 54004001 パッケージ別科目

5 教養教育 後期
火
1,2

1年次 文化人類学の世界 54004002 パッケージ別科目

6 教養教育 前期
木
3,4

1年次 ジェンダーと社会 65210001

現在の社会におけるジェンダーを巡る諸問題について理解
し，なぜ男女共同参画が必要なのか，どうすれば男女共同
参画社会が実現できるのかについて考える。男女共同参
画の必要性を理解すると共に，男女共同参画推進のため
の各種制度に関する基本的な知識を習得し，現状の問題
点について考えることができるようになることを目指す。

坂田　桐子
（教授）

領域科目

7 教養教育 前期
木
1,2

1年次 文化人類学Ａ 65030001 人間と文化の関係についての人類学的見方の習得（１）
高谷　紀夫

（教授 ）
領域科目

8 教養教育 前期
月

11,12
1年次 文化人類学 65820001 人間と文化の関係についての人類学的見方の習得（１）

長坂　格
（准教授）

領域科目

9 教養教育 前期
木
5,6

1年次 文化人類学Ａ 65030002
高谷　紀夫

（教授 ）
領域科目

10 教養教育 前期
金
5,6

1年次 文化人類学Ａ 65030003
佐野　眞理子

（教授 ）
領域科目

11 教養教育 後期
月
5,6

1年次 文化人類学Ｂ 65031001 領域科目

12 教養教育 後期
水
5,6

1年次 文化人類学Ｂ 65031002 領域科目

13 教養教育 後期
木
1,2

1年次 文化人類学Ｂ 65031003 領域科目

14 教養教育 後期
木
5,6

1年次 文化人類学Ｂ 65031004 領域科目

15 教養教育 後期
金
5,6

1年次 文化人類学Ｂ 65031005
佐野　眞理子

（教授 ）
領域科目

16 総合科学部 前期
水
5,6

2年次 ジェンダー学 AF114001
身近な問題をとりあげ，それらをジェンダーの視点から分
析することを学ぶ。

大池 真知子
（准教授）

専門教育科目

17 総合科学部 後期
水
5,6

3年次 ジェンダー学演習 AF426001

異文化のジェンダーのありようを知ることで，自文化のジェ
ンダーのありようを問い直し，私たちが社会のなかでいか
に女となり，男となっていくのかを考える。具体的には，アフ
リカで行われている性器加工術（いわゆる割礼）をとりあげ
る。

大池 真知子
（准教授）

専門教育科目

18 総合科学研究科 前期
火
3,4

M1年次 異文化理解 AZ4C0401

歴史が動き，異なる文化が交わるときには，さまざまな力
関係が働く。本授業では文学作品を読んで，それらの力関
係をジェンダー，民族，人種，階級，国籍などの観点から批
判的に分析することを学ぶ。

大池 真知子
（准教授）

SCHLARB，
HANS

MICHAEL
（准教授）

専門教育科目

19 総合科学研究科 後期
水
3,4

M1年次 民族学研究 AZ4B0101

東アジア，東南アジア，日本等を中心とする民族誌を参照
しながら，特に，社会人類学・宗教人類学・ジェンダー人類
学等の立場から講義を行う。講義を構成する理論的立場と
しては，各地域における少数民族，先住民，エスニシティ等
の民族学的言説の位相に関する既存の理論を批判しなが
ら，広くマイノリティとマジョリティの関係性について動態的
に考察し，理論化する。

高谷　紀夫
（教授）

長坂　格
（准教授）

専門教育科目

人間と文化の関係についての人類学的見方の習得（２）

長坂　格
（准教授）

高谷　紀夫
（教授 ）

男女共同参画関連科目の開講状況（平成23年度）

現代は，ヒト，モノ，金，情報が国境を越えて移動するグ
ローバリゼーションの時代と言われる。金融危機，地球温
暖化，少子高齢化などの現象が引き起こす問題が，一つ
の国の枠組みの中で収まらず，地球規模で人々に影響を
与えている。また，ある地域の問題の解決策が，別の地域
では，思わぬ影響を与えていることもある。本授業では，人
間を理解するのに，異文化と接触し，他者の理解という迂
回路を通して自己の理解を目指すという文化人類学の方
法論を用いて，グローバリゼーションの時代に，人々が直
面する様々な問題を多角的に検討する。特に，「同じ現象
でも文化的背景が異なると違って見える」という事を手がか
りとして，異文化の衝突に着目し，双方の立場から見た異
なる解釈を付き合わせることによって生まれる相互理解を
めざす。ビデオを通して，人々の生活様式や価値観の多様
性を検討する。

佐野　眞理子
（教授 ）

森　玲子
（教授）

この講義では，「人権」を通して平和について考えます。現
実社会において平和が脅かされている現状を知り，その原
因を一緒に考えていきたいと思います。問題の所在をわか
りやすくするために，DVD等の視聴覚教材を積極的に活用
します。受講生一人ひとりがどのように，平和を創っていく
かを考えるきっかけとなるような授業展開を目指します。

人間と文化の関係についての人類学的見方の習得（１）
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